
令和６年度 第２回新発田警察署協議会議事概要

開催日時 令和６年９月24日（火）午後１時30分から午後２時30分まで

開催場所 新発田警察署講堂

月岡会長 林副会長 安達委員
委 員

大沼委員 小柳委員 鈴木委員 計11人
（ ）定数15人

髙橋（京）委員 田代委員 長谷川委員

出 席 者 彌源治委員 渡辺委員

（会長・副会長以下50音順）

渡辺署長 川上副署長 岡澤分庁舎所長

計11人警 察 渡邉警務課長 関留置管理課長 髙橋会計課長

村山生活安全課長 平野地域課長 杉本刑事課長

本間交通課長 阿久津警備課長

管内の治安情勢

署長から、令和６年８月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が

あった。

前回の答申事項に対する業務推進状況

生活安全課長、交通課長、警務課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況

について下記のとおり説明があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

○ スーパーや各種会合等において被害防止広報を実施

○ 広報紙等による特殊詐欺被害防止広報を実施

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

○ 金融機関における窓口対応訓練の実施

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

○ 抽選で防犯機能付き電話機が当選するキャンペーンを通じての広報の実施

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進



○ 登下校時間帯におけるパトロール活動を強化

○ 管内の学校における防犯教室、不審者対応訓練を実施

○ 少年警察ボランティアと協働で街頭補導活動を実施

イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

○ 行為者の早期特定による先制的予防活動を実施

○ 不審者に関する情報発信の強化

○ 安心メールの登録促進に向けた広報活動の実施

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 各期交通安全運動と連動した交通事故防止対策の推進

夏の交通事故防止運動の推進（７/２２～７/３１）

○署長以下での安全運動出発式、街頭指導所による広報の実施

○スーパーやイベント等において交通安全広報を実施

(2) 交通指導取締り等の推進

ア 通学路や学校周辺道路における取締りの実施

イ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

ア 高齢者の特殊詐欺被害防止対策の推進

○各種会合における防犯広報を実施

○寸劇による防犯広報を実施

イ 高齢者を交通事故から守るための対策の推進

○各種会合における交通安全広報を実施

○高齢者世帯の戸別訪問による交通安全広報の実施

○自動車学校におけるシルバードライビングスクールの開催

(2) 高齢者の各種事故防止対策の推進

高齢者の行方不明、保護、安否確認事案発生時の対応ア

イ 認知症、重度の心疾患その他病気を抱え運転に支障がある高齢者の免許証

自主返納手続きの推進

○認知症高齢者やその家族に対する運転免許証自主返納に関する広報の実施

諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪被害防止対策の推進



イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 冬季における交通事故防止対策の推進

ア 冬の交通事故防止運動（１２/１１～１２/２０）

(2) 交通指導取締り等の推進

ア 通学路や学校周辺道路における横断歩行者妨害の取締りの強化

イ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害等防止対策の推進

(2) 高齢者の保護等による各種事故防止対策の推進

答申

、 、 。新発田警察署協議会で協議 検討した結果 諮問のとおり推進するよう答申した

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

１ 中学生の自転車乗車時のヘルメットの着用について学校側へ指導していただき

たい。

新潟県内のヘルメットの着用率の調査結果を踏まえ、管内の中学校や小学校、

高校などで交通安全教室を開き、ヘルメット着用の呼びかけを行っているところ

です。

また通学時間帯に街頭広報を実施したり、ラジオ番組に出演するなど様々な方

法で呼びかけを行っており、パトロール中に自転車利用者のルール違反を認めた

場合は、直接指導を行っています。

このように様々な活動で着用指導を行っているものの依然として着用率は低い

ことから、ご意見のとおり、当署としては引き続き、各学校での交通安全教室の

開催など各種活動を通じてヘルメットの着用を呼びかけていきます。

２ 徒歩でのパトロールを推進していただきたい。

当署管内は受け持ち面積が広く、かつ出動する事案数も多いので夜間帯は、パ

トカーに複数の警察官が乗車して、警戒活動や事案対応にあたっていますが、日

中など勤務員が多い時間帯は、徒歩や自転車でのパトロール活動も実施していま

す。

徒歩の場合は、パトカーによるパトロール活動では気づかない様々なことが見

えてくると思いますので、今後も各種事案に対応する体制を確保しつつ、徒歩や

自転車でのパトロールを併用し、創意工夫を凝らした有効なパトロール活動を行

って行きたいと考えます。

３ 犯罪の件数が増えていますが、どのような犯罪が増えていますか。

新型コロナウイルスが５類に移行されるなどして、人の動きが活発になり全体



的に犯罪が増加傾向になっています。

なかでも自転車盗が増えていますが、被害者の方が自転車に鍵をかけていない

ことも多くあり、被害増加の原因の一つと思われます。

また万引きの件数も増えていますが、これまでは子供による犯行が多くありま

したが、最近では、生活に困った大人の犯行も増加傾向にあります。

４ 新発田署では、今年に入って覚醒剤事件の犯人が捕まっていますが、他の薬物

犯罪もありますか。

新発田署管内では、覚醒剤事件の犯人が捕まっていますが、県内では、大麻な

ど様々な種類の薬物事件で犯人が捕まっています。

少年が違法薬物を所持しているケースもありますが、これはインターネットな

どを通じて簡単に買えることが要因の一つと思われます。

速度等取締り指針の策定

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承した。

その他

協議会終了後、会長以下委員10名と事務局（警務課員２名）で交通機動隊におい

て視察を行い、業務概要、施設、装備等の説明を受け、白バイによる訓練視察を実

施した。

令和６年度第２回新発田警察署協議会の状況

署長あいさつ 会長あいさつ



協議会議事の状況

交通機動隊の視察状況


